
高知県教育長

⑤⑤
１５高教職第５６６号

平成１５年８月２６日

各市町村（学校組合）教育長様

記

勤務時間の割振り等に関する教育長通知の改正について（通知）

うえのことについて、平成１４年３月２２日付け１３高教職第８７４号の高知県教育
長通知（完全学校週５日制の実施について）の一部を下記のとおり改正しました。

これにより、週休日の振替えは、勤務を命じられた日を起算日とする鯉Ｉ間蕊の旦毒

癒鰯i紬術撫懲撫魚蕪蕊雛，ま,す｡生かし､あくまで学校運営上の必要性
からやむを得ない場合に限るものであり、原則的には職員の休息や疲労回復の機会の早

期確保を念頭に置き、勤務を命じられた日を起算日とする４週間後の日までの期間内で

振替えを行うように努めることが必要ですので、その旨管内各学校長にご指導をお願い

します。

棒

１改正内容

（１）通知の前文中、「勤務時間、休暇及び勤務時間』を「勤務時間、休日及び休暇」

に改める。

（２）記の１の(2)のイ中、「超えないように」を「超えないようにし、かつ、１回の

勤務に割り振られる勤務時間が１６時間を超えないように」に改める。

（３）記の１の(2)のウ中、「第３項」を「第４項」に改める。

（４）記の２の(2)に、次のただし書を加える。

ただし、授業の実施など学校運営上の必要性から、この期間内に週休日の振替え

を行うことができない場合には、当該勤務を命ずる日を起算日とする８週間後の日

までの期間内に週休日の振替えを行うことができるものであること。

《
Ｉ

２施行日

平成１５年９月１日
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2(,撫雛鱗の適羅癒分担､w卜画的旗執行を図り議務砿規の鋤務
時間内に処理されるよう努めなければならないものであること。

（２）２の（１）にかかわらず、週休日に勤務を命ずる必要がある場合に

僚鰐鵬を灘W溌諦鱗柵紬認W淵羅
の側までの期間とするものであること。
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完全学校週５冊制の実施について（通知）

労働基姻法施行規則第67条の規定に基づく教育職員の労働時間につい
ての特例桁侭が平成１４年３月３１日をもって終了しず平成14年４月１日か

ら霧難麓鯉群難藤ｂ蝋巡と繊瀧な服務規徽の職保に一
屑努めるとともに、公立学校職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条

鰹鷲：学輔認雛雛℃蝿雛縛謬蝶媒釧鯉需。

完全学校週５日11111の実施について（通知）

働蕪加法施行規則第67条の規定に基づく教育職員の労働時間につい

騨灘瀦継離乳鱒って終了し､平成"年４月'同か
の実施に当たっては、公務能率の珊巡と厳正聡服務規祁の碓保に一
めるとともに、公立学校職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条

労働蕪加法施行規則
ての特例措腫が平成ｌ４
ら完全学校迦５日柵が

その実施に当たって
脳努めるとともに、公
例及び公立学校敏員の
とより、下記の事項に

正溌服務規律の碓保に一
休日及び休暇に関する条
に関する規則の規定はも
ようにしてください。
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勤務時Ⅲlの割振り
(１）賂
(2)特別の形態によって勤務する必要のある職員の珊休日及び勤務時

IIIlの割握りの取扱い
ア賂
イ職務の特殊性又は特殊の必要により、アにより難い職貝につい

騨燃職撫撚雛鍵諜墓
富ものであること。

ウ土佐海援丸の職風については、従来どおり（公立学校職員の勤
務時､１１、休日及び休暇に閲する条例第３条蕊§頚）の取扱いとす
ること
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完全学校週５日制の実施について

●

改正・平成15年８月26日１５高教職第566号教育長通知

平成14年３月22日
13高教職第874号

高知県教育長通知

労働基準法施行規則第67条の規定に基づく教育職員の労働時間についての特例措置が平成
１４年３月31日をもって終了し、平成14年４月１日から完全学校週５日制が実施されます。
その実施に当たっては、公務能率の増進と厳正な服務規律の確保に一層努めるとともに、

…公立学校職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び公立学校職員の勤務時間、休日及
び休暇に関する規則の規定はもとより、下記の事項に留意して適正に取り扱うようにしてく

…ださい。

『てf溺潅聯潔琴鶏総鯛r雛鴨ﾐび勤務時間の割鎮り等につい
・記、

１ 勤務 時間の割振り．

（'）公立学校に勤務する職員の週休日及び勤務時間の割り振りに関する規則（平成4年
高知県教育委員会規則第６号）を廃止するので、公立学校における平成14年４月１日
以降の勤務時間は、休憩時間を除き、４週間を超えない期間につき１週間当たり40時
間、月暇日から金鰻日までの５日間において、１日につき８時間を割り振るこ．と｡‐

『、

（２）特別の形態によって勤務する必要のある職員の週休日及び勤務時間の割振りの取扱
い

ア４週間ごとの期間について、週休日及び勤務時間の割振りを行い．、当該期間内に勤
務を要しない日を８日以上股け、かつ、正規の勤務時間が割り振られた日が引き続き
１２日を超えないようにし、かつ、１回の勤務に割り振られる勤務時間が１６時間を超え
ないように定めるものであること。

イ職務の特殊性又は特殊の必要により、アにより難い繊員については、週休日を毎４
週間につき４日以上となるようにし、かつ、正規の勤務時間を割り握られた日が引き
綿き12日を超えないようにし、かつ、１回の勤務に割り振られる勤務時間が16時間を
超えないようにする場合に限り、人事委員会と協議して別に定めることができるもの
であること。

ウ土佐海援丸の職員については、従来どおり（公立学校職員の勤務時間、休日及び休
暇に関ずる条例第３条第４項）の取扱いとすること。

２週休日の振替え

（１）所属長は業務の適正な分担、計画的な執行を図り業務が正規の勤務時間内に処理さ
れるよう努めなければならないものであること。

（２）２の（１）にかかわらず、週休日に勤務を命ずる必要がある場合には、従来同様、週
休日の振替えができるものであり、その期間については、勤務を命ずる日を起算日と
ずる４週間前の日から４週間後の日までの期間とするものであること。

ただし、授業の実施など学校運営上の必要性から、この期間内に週休日の振替えを
行うことができない場合には、当該勤務を命ずる日を起算日とする８週間後の日まで

の期間内に週休日の振替えを行うことができるものであること。
（３）勤務することを命ずる必要がある日に割り振る勤務時間は、原則として週休日に変

更される勤務日に割り振られていた時間帯と同じ時間帯に割り振るものとすること。
（４）振替えにより新たに週休日となる日を再び振り替えることはできないものであるこ



と。

（５）週休日の振替えを行った場合においても、週休日は毎４週間につき４日以上なけれ
ばならないこと。

●
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３半日勤務時間の割振り変更
（１）２の(1)から（５）を準用する。
（２）半日勤務時間の割り振り変更は、半日勤務時間が割り振りられている日と週休日と

の間で行うを原則とすること。
（３）やむを得ず平日（８時間の勤務時間が割り振られている日）の半日勤務時間（４時

間）の割り振り変更を行い週休日に４時間の勤務を命ずる場合は、勤務日の始業の時
刻から連続し、又は終業の時刻まで連続する４時間の勤務時間について割り振ること
をやめて行わなければならないこと。

４週休日の振替え及び半日勤務時間の割振り変更の指定簿等．
（１）１の(1)の場合は、週休日を指定する一覧表の作成は必要ないこと。
（２）１の(2)アの場合は、「週休日の指定一覧表」（別紙様式１）により週休日を指定し
・職員に明示すること。

（３）２及び３の場合には､「週休日の振替及び半日勤務時間の割振り変更簿」（別紙様式一ツ２）により、当該職員に確潔させた上で行うこと。．
（４）上記(3)の他、個々 の職員ごとに、「職員別週休日等の振替簿」（別紙様式３）を作

成し、職員の異動に当たっては、当骸書類･(上記(2)に該当する場合は「週休日の指定
一覧表」を含む｡）の写しを異動先の所属長に送付すること。

５出勤簿の取扱い
職員の出勤簿は次のように表示することとする。

（１）１の（１）の場合は、日曜日及び土暇日は、それぞれ「日」及び「土」と表示するこ
と。

（２）１の(2)の場合は、週休日と指定した日に、

②=…
（３）週休日の振替又は半日勤務時間の割り振り変更により勤務することとなった日は、

⑳ ⑳瞥雲…‐、
(4)撫繍又は半日勤務時間の割り復り変更により勤務を要しないこととなった

⑳⑳壁…

③

⑳齢


